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Abstract The wing pattern of the central to northern Honshu populations of Neptis pryeri 
Butler is analyzed and compared with that of continental specimens from China to Korea. In 
central to northern Honshu specimens, the postdiscal white band on the underside of the 
hindwing is relatively narrow, and the submarginal row of white spots on the underside of the 
hindwing is reduced or disappearing. In these points, the central to northern Honshu popula- 
tions are well separated from the nominotypical subspecies of N. pryeri from China to Korea. 


Key words Nymphalidae, Neptis pryeri, central and northern parts of Honshu, Japan, sub- 
species. 


は じ め に 


筆者 ら は , 大 陸 産 ホシ ミス ジ (広義 ) を 含め 日 本 産 本 種 の 分 布 成因 を 食餌 植物 , 地質 , 生理 , 生態 な 
どの 面 か ら , 総合 的 に 研究 を 進め て き て いる . 今回 か ら 「 ホ シミ スジ を 考え る 」 と いう シリ ー ズ を 起こ 
L, ホシ ミス ジ と は 何かと いう こと を 大 陸 , SS 日 本 産 を 通し て 明らか に し て いき た い . 今回 は , 
日 本 の 本 州 中 部 以 北 産 ホシ ミス ジ (Fig. 1) に つい て 大 陸 と の 関係 を 通し て 述べ て いき た い . 


日 本 産 の ホシ ミス ジ は , 後半 裏 面 亜 外縁 の 白斑 の 出る タイ プ が 瀬戸 内 海 を 中 心 に , 九州 , 四国 , 中 国 
(EST. 近畿 の 各地 方 に 分 布 し て お り , 一 部 黒 化 タ イプ が 同 地 域 に 隔離 分 布 し て いる . まな た, 
西日本 の 各 産 地 と 分 布 の と ぎれ て いる 本 州 中 部 以 北 の 各 産 地 に お いて も 斑紋 の 変異 が 顕著 で な いた め , 
その 亜 種 問題 が 西日本 と の 兼ね 合い の 中 で 未 解決 の まま に され て いる . こう し た 状況 を 打破 し て , 最 
近藤 岡 (1998) は 日 本 の 本 土産 (本州, 四国, 九州 ) を 独立 し た 亜 種 と し , さら に 隠岐 諸島 産 を 別 の 亜 
種 に 区 分 し た . その 報告 に よれ ば ホシ ミス ジ は 次 の よう に 整理 きれ て いる . 


Neptis pryeri pryeri Butler, 1871, C. China to Korea 

N. p. jucundita Fruhstorfer, 1908, Taiwan 

N. p. iwasei Fujioka, 1998, Japan: Honshu, Shikoku, Kyushu 
N. p. yodoei Fujioka, 1998, Japan: Oki Is 

N. p. andetria Fruhstorfer, 1913, E. Russia 

N. p. oberthueri Eliot, 1969, W. China 


ホシ ミス ジ は , Butler (1871) に よっ て , 中 国 大 陸 東 部 の 上 海 か ら Neptis pryeri の 名 称 で 最初 に 記載 さき 
れ た . この 記述 が 本 種 GE) の 基準 に 当たり , この 名 称 を に な う 集 団 を 原 名 亜 種 と する . この 集団 は , 
後 次 裏面 亜 外 縁 の 白斑 列 が 明瞭 と な る 個体 に 代表 さき れる. その 後 。 いく つか の 変異 集団 が 大 陸 や 台湾 
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Fig. I. A map showing the northern Honshu population of Neptis pryeri Butler (shaded) and 
the localities in the continent (dotted) for study. 


に お いて 記載 きれ て 今日 に いた っ て いる . Oberthür (1876) が 中 国 の Kiangsi (江西 省 72) より Limenitis 
arboretorum と 命名 し た も の は , Stichel (1909) お よび Eliot (1969) の 指摘 に より N. pryeri と 同一 視 き 
れ て いる . また , 中 原 ・ 江 崎 (1929) が 朝鮮 ( 現 韓国 ) の 安 養 か ら 記 載 し た N. p. coreana は , BORA 
の 白 帯 が 幅広 く な っ て いる が , 中 国 の 上 海 周辺 産 (すなわち 原 名 亜 種 ) と 地域 差 は 認め られ る も の の , 
この 部 位 の 変異 は 連続 的 な 可能 性 が 強く , 少な く と も 筆者 ら は 原 名 亜 種 め ye7 と し いて 区 別 は し な い . 
こう し だ た 見 解 は , 藤岡 (前 出 ) で も 同様 で ある . Fruhstorfer (1908) が 台湾 か ら 記 載 し た N. p. jucun- 
dita は , 基本 的 に は 原 名 亜 種 に 近い が , 斑紋 の 変異 が 特異 な の で 亜 種 と し て 認め られ る 可能 性 も 考え 
られ る . 同じ く Fruhstorfer (1913) は 旧 ン ソ連 ( 現 ロ シア ) の アム ー ル 地域 か ら N. p. andetria を 記載 し 
た . この 名 称 は , 本 種 の 北方 地理 的 変異 集団 ( 亜 種 ) と し て 活用 され る こと が 多い . これ と 同じ 亜 種 
と され る 個体 は , 朝鮮 ( 現 北朝 鮮 ) の 恵山 銀 付 近 で も 記録 され て いる (土居 , 1935) Eliot (1969) iX, 





grade 2 grade 3 


Fig.2. Four grades in the degree of development of the submarginal white fascia on the 
underside of the hindwing in Neptis pryeri Butler. Grade 0 (一 ): white spots disapear- 
ing, or grayish black dots obsoletely appearing in spaces 5 and 6. Grade 1 (+): white 
spots vestigial and becoming grayish black. Grade 2 (++): Six white spots appearing 
from spaces 1b to 6, but that in space 3 becoming grayish black. Grade 3 (+ ++): Six 
well defined. 
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Fig. 3. The measurement of the wing patterns in Neptis pryeri Butler (a/b: the degree of the 
postdiscal white band). 


本 種 の 中 国 大 陸 西 部 産 に 新 亜 種 名 N. p. oberthueri を 与え た . 中 国 西部 産 は すでに Fruhstorfer (1913) 
に より N. p. arboretorum の 名 称 で 記録 され , Oberthür (1913) も 新 名 melanis を 提出 し て Ta-Tsien-Lou 
(FT SHE = BRE) D> SHEL TOZD OTEA, Eliot (1969) に よれ ば arboretorum は 原 名 亜 種 と 区 
別 で きず , また melanis は 不適 格 名 で あっ て 中 国 西部 の 個体 群 を 代表 する 名 称 に は 使え な いこ と が 述 
べら れ て いる . 


以上 が 大 陸 お よび 日 本 列島 の ホシ ミス ジ FF) の 概略 で ある が , 今回 より 3 回 に 分 け て 同種 ( 群 ) に 
つい て 追及 し て いき た い . 


材料 と 方 法 


まず , 日 本 列島 の ホシ ミス ジ の 変異 を 明らか に する た め に , 本 州 中 部 の 一 番 西側 の 被 検 標本 産地 で あ 
る 富山 県 と 岐阜 県 を 結ん だ ライ ン 以 北 産 (以後 本 州 中 部 以 北 産 と 呼ぶ ) 45 ヶ 所 172 個体 の 標本 お よび 
pE, 韓国 , 北朝 鮮 各 産地 11 ヶ 所 24 個体 の 標本 を も と に , 成虫 斑紋 な ど を 分 析 し た . 成虫 斑紋 の 測 
定 部 位 は , 左 後 次 裏面 亜 外縁 の lb BPS 6 室 ま で の 白 班 列 (白水 (1960) の 外縁 白 条 : Eliot (1969) の 
submarginal fascia) と 左 後 次 裏面 中 央 外 方 の 白 帯 (白水 (1960) の 外側 帯 : Eliot (1969) の postdiscal 
band) で ある (Fig. 2). 亜 外縁 白斑 列 に つい て は , その 出現 する 度合 い を 4 段階 に 区 分 し た (以後 , 
白斑 グレ ー ド と 呼ぶ : Fig.2). すなわち , 白斑 が まっ た く 出 現し な いか , 出現 し て も 5-6 室 に 灰 黒色 
の 紋 が 痕跡 程度 の も の を グレ ー ド 0, 灰 黒色 の 紋 が Ib 室 か ら 6 室 に か け て 痕跡 程度 に 出現 する も の を 
グレ ー ド 1, 1b 室 と 6 室 両 サイ ド の 白斑 が 大 きく , 中 央 の 3 室 に 向かっ て だ ん だ ん と 白斑 が 小さ く な 
D, 3 室 が 灰 黒 色 の 小さ な 紋 に な る も の を グレ ー ド 2, ABDS6 つ 全部 大 きく 出現 する も の を グレ ー 
ド 3 と し た . グレ ー ド の 段階 ご と に その 出現 個体 数 と 出現 頻度 を % で 表し た . また , 左 後 次 裏面 中 央 
外 方 の 白 帯 は , 2 脈 と 3 脈 に 挟ま れ た 白 紋 の 長き (a) を 中 央 内 方 の 白 帯 (白水 (1960) の 中 央 帯 ; Eliot 
(1969) の discal band) DROSO 2 脈 の 長き (b) と の 相対 値 (a/b) (Fig.3. 以後 , 白 帯 度 と 呼ぶ ) 
で 求め た . HEER, 本 州 中 部 以 北 各 産地 45 ヶ 所 172 個体 の 中 か ら 各 地域 が 網羅 きれ る よう 無 作為 に 
選ん だ 15 ヶ 所 24 個体 と , 上 述 の 中 国 , 韓国 , 北朝 鮮 各 産地 11 ヶ 所 24 個体 の 標本 に つい て それ ぞ れ 調 


Table 1. Comparison of the frequencies of each grade of the hindwing submarginal white fascia 
on the hindwing in Neptis pryeri Butler. 





No. of specimens (percentage %) 








population ii grade 0 gradel grade 2 grade 3 

(—) (+) (++) (+++) 
central to northern Honshu 172 84 (48.8%) 81 (47.1%) 7 ( 4.1%) 0 ( 0.0%) 
continental China and Korea 24 0 ( 0.0%) 0 ( 0.0%) 5 (20.8%) 19 (79.2%) 
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Figs 4-12. Neptis pryeri pryeri Butler from China. 4-6. Shaanxi, Laoyu, 7. 7. Hubei, 
Shenminxian, @. 8. Jiangxi, Shiyishan, €. 9-10. Zhejiang, Simingshan, 2. 11. 
Ditto, A. 12. Ditto, 9.. (above: upperside, below: underside). 
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Figs 13-21. Neptis pryeri pryeri Butler from China (13-19) and S.Korea (20-21). 13. 
Zhejiang, Simingshan, 2. 14-15. Anhui, Dabieshan, $. 16-17. Jilin, Yanji, c. 
18-19. Ditto, 2. 20-21. Andong, の . (above: upperside, below: underside). 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


98 福田 晴男 ・ 美 ノ 谷 憲 





Figs. 22-27. Neptis pryeri pryeri Butler from S. (22-25) and N. (26-27) Korea. 22. Kwang- 
nung, à. 23. Ditto, 9. 24. Yongmunsan, 7. 25. Ditto, 9. 26. Musan, 9. 27. 
Shimwonsa, €. (above: upperside, below: underside). 


Ak. 白 帯 度 の 測定 は , ダイ ヤル ノギス を 用 いて Ol mm 単位 まで 行い , 計算 値 は 少数 点 第 2 位 ま で 
求め て 有効 数 字 と し て 扱っ た . 


結果 と 考察 


本 州 中 部 以 北 産 お よび 原 名 亜 種 ト レミ スジ の 白斑 グレ ー ド は, 本 州 中 部 以 北 産 で は , 172 個体 の うち , 
グレ ー ド 0 の 個体 が 84 個体 , グ レー ド 1 の 個体 が 81 個体 , グレ ー ド 2 の 個体 が '7 個体 と な っ た . 一 
方 , 原 名 亜 種 と 想定 する 24 個体 で は , 19 個体 が グレード 3, 5 個体 が グレ ー ド 2 に 分 類 き れ , 本 州 中 
部 以 北 産 よ り も 全体 的 に か な り 明 る い 個 体 が 多い こと が 分 か っ た . 両 地域 で は , 本 州 中 部 以 北 産 が グ 
レー ド 0 と 1 に 含ま れる 個体 の 合計 が 全体 の 96%, 原 名 亜 種 で は グレ ー ド 3 が 全体 の 79% を 示し , 両 
者 で 重複 する の は わずか に グレ ー ド 2 の 変異 を 示す 7 個体 の み で あっ た (Table 1). さら に , HEO 
比較 を 行っ た と ころ , 本 州 中 部 以 北 産 で は 0.18-0.36 (平均 値 0.31) と な り , 原 名 亜 種 と 想定 され る も 
の は 0.30-0.46 (平均 値 0.39) と な っ た . Biz, 原 名 亜 種 と 想定 さん れる も の 全体 の 67% が 0.37-0.46 と 
本 州 中 部 以 北 産 の 白 帯 度 を 大 きく 上 回 っ た (Table2) この 結果 , 本 州 中 部 以 北 産 の ホシ ミス ジ は , 少 
な く と も 原 名 亜 種 (と 想定 され る 集団 ) か ら は 十分 に 区 別 の で きる 集団 と 判断 し た . 
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Ditto, 9.. 30. Iwate Pref., Kuji-shi, 7. 31. Ditto, $. 32. Fukushima Pref., 
mura, の. 33. Ditto, 9. 34. Niigata Pref, Yunotani-mura, €. 35. Toch 
Kuriyama-mura, の. 36. Ditto, 9.. (above: upperside, below: underside). 


NII-! 





Figs 28-36. Neptis pryeri iwasei Fujioka from Japan. 28. Akita Pref., Kazuno-shi, 
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Figs 46-51.  Neptis pryeri iwasei Fujioka from Japan. 46. Yamanashi Pref., Yamanashi-shi, 
の . 47. Nagano Pref, Saku-shi, 7. 48. Ditto, €. 49. Toyama Pref, Tateyama- 
machi, #. 50-51. Gifu Pref, Asahi-mura, o^. (above: upperside, below: underside). 


本 来 な ら ば , 新 集団 名 を 付 し て 本 州 中 部 以 北 産 を 別 亜 種 と し て 区 別 す る 必要 が ある が , この 集団 に は 
最近 亜 種 名 が 提示 され て お り (藤岡 , 1998), 筆者 ちの 提示 し よう と し た 別名 は 新た に 提示 し な いで お 
く . た だ し , 筆者 ら の 分 析 と は 別に , 藤岡 (前 出 ) の 結論 は 隠岐 諸島 を 除く 本 州 , 四国 , 九州 産 を 種 
pryeri の も と に 単 一 な 集団 ( 亜 種 ) に 区 分 けし た . 筆者 あら は , 日 本 の ホシ ミス ジ は 大 きく 分 け て 東 日 
本 と 西日本 と の 間 に か な り 大 き な ミ ゾ が ある と 考え て お り , その 初回 の 報告 と し て 東日本 (本 州 中 部 
以 北 ) の ホシ ミス ジ に つい て の 分 析 結 果 を 記述 し た も の で ある . 本 州 中 部 以 北 産 の 位置 付け を 含め た 
西日本 産 の ホシ ミス ジ に つい て は , 「 ホ シミ スジ を 考え る B と し て 詳 述 する 予定 で ある . 


まとめ 
EX CREER Z^ D, 本 州 中 部 以 北 産 の ホシ ミス ジ は 少な く と も 中 国 , 朝鮮 な ど に 分 布 する 原 名 亜 種 


Figs 37-45. Neptis pryeri iwasei Fujioka from Japan. 37. Gunma Pref., Katashina-mura, の . 
38. Saitama Pref., Minano-machi, 9. 39. Tokyo, Hachioji-shi, 7. 40. Ditto, 2. 41. 
Tokyo, Okutama-machi, の. 42. Ditto, $. 43. Yamanashi Pref., Uenohara-machi, ?. 
44. Yamanashi Pref., Shikishima-machi, 7. 45. Ditto, 9. (above: upperside, below: 
underside). 
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Table 2. The degree of development of the submarginal white fascia and the postdiscal 
white band on the hindwing in Neptis pryri Butler from continental China to 
Korea and from northern Honshu, Japan. 





continental specimens 








central to northern Honshu specimens 



























































grade of ratio in width of grade of ratio in width of 

specimens* sex submarginal postdiscal band specimens* sex submarginal postdiscal band 

fascia to vein 2 (a/b) fascia to vein 2 (a/b) 
1 (Fig. 4) A ab okey 0.45 25 (Fig. 28) @ + 0.35 
2 (Fig. 5) @ + 0.41 26 (Fig. 29) $ + 0.34 
3 (Fig. 6) A SEIS 0.46 27 (Fig. 30) の FHF 0.36 
4 (Fig. 7) の | 0.32 28 (Fig. 31) 2 ++ 0.29 
5 (Fig. 8) $ +++ 0.32 29 (Fig. 32) の + 0.30 
6 (Fig. 9) ẹ FPF 0.33 30 (Fig. 33) 2 0.24 
7 (Fig. 10) $ Tek 0.35 31 (Fig. 34) 2. — 0.18 
8 (Fig. 11) A ++ 0.30 32 (Fig. 35) の — 0.28 
9(Fig.12) 9 ++ 0.33 33 (Fig. 36) 2 — 0.26 
10 (Fig. 13) $. +++ 0.32 34 (Fig. 37) @ + 0.31 
11 (Fig. 14) 9 + 0.44 35 (Fig. 38) 2 + 0.28 
12 (Fig. 15) 2 + 0.37 36 (Fig. 39) #7 — 0.31 
13 (Fig. 16) @ 0.39 37 (Fig. 40) 9 + 0.32 
14 (Fig. 17) @ + 0.38 38 (Fig. 41) の 0.33 
15 (Fig. 18) 2% HEF 0.40 39 (Fig. 42) = — 0.33 
16 (Fig. 19) 9 sepu 0.35 40 (Fig. 43) 2 pb 0.34 
17 (Fig. 20) @ +++ 0.48 41 (Fig. 44) の + 0.34 
18 (Fig. 21) @ + 0.43 42 (Fig. 45) 2. — 0.32 
19 (Fig. 22) @ abe 0.43 43 (Fig. 46) の — 0.25 
20(Fig.23) $ FF 0.46 44 (Fig. 47) @ — 0.29 
21 (Fig. 24) の aap ap 0.44 45 (Fig. 48) 2 + 0.28 
22 (Fig. 25) $ +++ 0.43 46 (Fig. 49) o — 0.36 
23(Fig.26) $ +++ 0.39 47 (Fig. 50) の — 0.35 
24 (Fig. 27) $ +++ 0.39 48 (Fig. 51) @ — 0.34 
average 2.8 0.39 average 0.6 0.31 








* localities 1-16. China (1-3: Shaanxi, Laoyu, 4: Hubei, Shenminxian, 5: Jiangxi, 
Shiyishan, 6-10: Zhejiang, Simingshan, 11-12: Anhui, Dabieshan, 13-16: Jilin, Yanji). 
17-22. S. Korea (17-18: Andong, 19-20: Kwangnung, 21-22: Yongmunsan). 23-24. 


N. Norea (23. Musan, 24: Shimwonsa). 


25-48. Central to northern Honshu, Japan (25 


-26: Akita, Kazuno-shi, 27-28: Iwate, Kuji-shi, 29-30: Fukushima, Tateiwa-mura, 31: 
Niigata, Yunotani-mura, 32-33: Tochigi, Kuriyama-mura, 34: Gunma, Katashina-mura, 
25: Saitama, Minano-machi, 36-37: Tokyo, Hachioji-shi, 38-39: Tokyo, Okutama- 
machi, 40: Yamanashi, Uenohara-machi, 41-42: Yamanashi, Shikishima-machi, 43: 
Yamanashi, Yamanashi-shi, 44-45: Nagano, 44-45: Nagano, Saku-shi, 46: Toyama, 
Tateyama-machi, 47-48: Gifu, Asahi-mura). 


か ら は 明瞭 に 区 分 で きる 集団 で ある こと が 分 か っ た . すなわち , RARBORGRE PHO AM 
が 鮮明 で , 後 翔 裏面 の 白 帯 が 幅広 く な っ て いる の に 対し , 本 州 中 部 以 北 産 は 白斑 列 が 不鮮明 か 無く な 


D. 白 帯 も 幅 が 狭く な っ て いる . 
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Summary 


In the first part of this series, the authors analyzed the wing pattern of the central to northen Honshu 
populations of Neptis pryeri Butler and compared it with that of continental specimens from China 
to Korea. Two characters of the hindwing pattern were treated: the postdiscal white band (post- 
discal band in Eliot (1969)) and a submarginal white row (submarginal fascia in Eliot (1969)) on 
the underside. The latter was tentatively classified into four grades according to its degree of 
development as shown in Fig.2. In the central to northern Honshu populations, 95.9% of the 
examined 172 specimens fell in grades 0 or 1, while in the continental population referred to the 
nominotypical subspecies, 79.2% of the examined 24 specimens were grade 3. To establish the width 
of the postdiscal white band, the length of a white spot in space 2 (a) was relatively compared to 
the length of vein 2 beyond the outer edge of the antemedial white band (b) as a/b shown in Fig. 
3. This ratio ranged from 0.18-0.36 (average 0.31) in the central to northern Honshu specimens and 
this value is far below a range of 0.30-0.46 (average 0.39) in the 24 examined specimens from 
continental China and Korea populations. Just recently, two subspecies of Neptis pryeri were 
described from Japan: N. p. iwasei Fujioka, 1998 (Honshu, Shikoku, Kyushu) and N. p. yodoei 
Fujioka, 1998 (Oki Is in the Sea of Japan). In these points, the central to northern Honshu 
populations are well separated from not only the nominotypical subspecies but also the western 
Japanese populations. Whether these features, confirmed in central to northern Honshu specimens, 
are also characteristic of ssp. iwasei or limited to central to northern Honshu will be made clear in 
the following parts of this series. 
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